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愛犬ボブも，
待ってま〜す！

第 号38農業委員会だより

　

今
回
は
、
柏
市
布
施
地
区
の

倉
持
憲
博
さ
ん
を
お
訪
ね
し
ま

し
た
。

　

倉
持
さ
ん
は
、
イ
チ
ゴ
栽
培

を
10
年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
ら
れ
、

ご
家
族
で
、
面
積
千
百
坪
も
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

す
。
イ
チ
ゴ
は
お
も
に
、
観
光
農
園
と
し
て
摘
み
取

り
や
直
売
所
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
妻
の
直
子
さ
ん
も

ご
自
分
の
仕
事
が
お
休
み
の
日
は
、
直
売
・
摘
み
取

り
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

イ
チ
ゴ
の
摘
み
取
り
は
、
年
末
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
ま
で
楽
し
め
、
苗
は
二
段
の
高
設
栽
培
方

式
で
、
低
い
段
は
お
子
様
に
も
摘
み
取
り
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
栽
培
の
苦
労
や
魅
力
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
の
夏
は
暑
す
ぎ
て
、
苗
作
り
が
大
変
。

暑
く
て
苗
が
と
け
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
り
、
病

気
も
出
や
す
か
っ
た
り
、
始
め
た
頃
よ
り
気
候
の
変

化
で
本
当
に
大
変
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
イ
チ
ゴ
栽
培
の
魅
力
は
、
難
し
く
て
、

手
間
も
か
か
る
け
ど
や
り
が
い
が
あ
り
、
自
分
の
腕

が
試
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
出
る
か
ら
お
も
し
ろ
い
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
甘
く
て
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
、

収
量
を
上
げ
、
イ
チ
ゴ
農
家
の
仲
間
と
﹁
柏
の
イ
チ

ゴ
﹂
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

︵
記
事
・
写
真　

成
嶋　

君
美　

編
集
委
員
︶

甘
く
て
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
に
な
あ
れ

く
ら
も
ち

　
　

観
光
農
園

布
施
地
区
で
イ
チ
ゴ
栽
培
を
行
う
倉
持
憲
博
さ
ん
ご
夫
妻

の
り
ひ
ろ
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去
る
平
成
27
年
11
月
５
日
（
木
）
・
６

日
（
金
）
、
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

及
び
（
株
）
ク
ボ
タ
宇
都
宮
工
場
で
、
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

55
・
６
㌶
の
敷
地
に
管
理
研
究
棟
、
実

験
棟
、
交
流
棟
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
図
書
室
に
は
貸
し
出
し
可
能
な
本
約

３
千
冊
の
ほ
か
、
専
門
誌
、
学
会
誌
等
約

10
万
冊
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
低
水
温
施

設
、
ガ
ラ
ス
温
室
に
お
け
る
新
品
種
の
研

究
の
ほ
か
、
原
発
事
故
以
降
は
農
作
物
へ

の
放
射
能
の
影
響
な
ど
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
福
島
県
の
野
菜
は
放
射
線
量
を
数
値

で
表
示
し
な
い
と
安
心
だ
と
認
識
し
て
も

ら
え
ず
、
今
だ
苦
労
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

◎
（
株
）
ク
ボ
タ
宇
都
宮
工
場

　

乗
用
型
田
植
機
25
種
類
、
コ
ン
バ
イ
ン

30
種
類
を
生
産
。
大
型
の
も
の
を
除
き
、

総
組
み
立
て
ラ
イ
ン
に
よ
る
ミ
ッ
ク
ス
生

産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
高
品
質
・
高
機
能

の
機
械
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
価
が

下
が
っ
て
い
る
中
、
農
業
用
機
械
の
低
価

格
化
の
要
望
が
あ
る
が
、
原
材
料
の
値
上

が
り
や
排
ガ
ス
規
制
に
よ
る
部
品
付
加
な

ど
も
あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
の
が
現
状

の
よ
う
で
し
た
。

　

（
記
事
・
写
真　

農
業
委
員
会
事
務
局
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表
彰　

　
　

﹁
農
林
水
産
功
労
﹂
受
賞

農
事
功
績
者
表
彰　

　
　

﹁
緑
白
綬
有
功
章
﹂
受
章

文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表
彰
﹁
農
林
水
産
功
労
﹂
に、

木
村
多
喜
雄
氏

農　

事　

功　

績　

者　

表　

彰
﹁
緑
白
綬
有
功
章
﹂
に、

秋
谷　

幸
男
氏

柏市農業委員会
元会長　木村　多喜雄氏

柏市農業委員会
委員　秋谷　幸男氏

 （公社）大日本農会で実施されて
いる農事功績者表彰「緑白綬有功
章」に、農業委員の秋谷幸男氏が
受章されました。
(表彰式＝平成２７年１１月１７日)
　平成７年から現在に至るまで指
導農業士（うち副会長職２年間、
会長職２年間、顧問２年間）とし
て、また平成２３年から２年間は
風早栄農組合長として、長年にわ
たり農業後継者の育成等に貢献さ
れました。

 文化の日にあたり、千葉県功労者
表彰「農林水産功労」に、木村多
喜雄氏（農業委員会元会長）が受
賞されました。(表彰式＝平成２７
年１１月３日)
　平成６年から平成２４年の１８
年間にわたり農業委員として、平
成１５年から平成２１年の６年間
は会長として、農業生産基盤整備
対策、担い手対策など、都市農業
が抱える問題の解決に積極的にあ
たられました。

農
業
委
員
先
進
地
視
察
研
修

﹁
農
業
者
年
金
﹂
で

し
っ
か
り
積
み
立
て

　

が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト

　
　

安
心
で
豊
か
な
老
後
を
！

　

あ
な
た
の
老
後
生
活
へ
の
備
え

は
十
分
で
す
か
？

　

老
後
の
備
え
は
国
民
年
金
プ
ラ

ス
農
業
者
年
金
が
基
本
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

～
福
島
県
・
栃
木
県
～ 

クボタ宇都宮工場にて

福島県農業総合センターで説明を受ける委員

り
ょ
く
は
く
じ
ゅ
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今
回
は
、
平
成
24
年
10
月
に
、

若
い
女
性
が
一
人
で
、
利
根
遊
水

地
の
畑
を
借
り
て
、
就
農
し
た
岩

立
友
紀
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

大
学
を
卒
業
し
て
、
企
業
で
勤

め
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
仕
事
に

閉
塞
感
を
覚
え
、
転
職
を
決
め
、

い
ろ
い
ろ
考
え
抜
い
た
結
果
「
食

べ
物
を
作
っ
て
生
き
て
い
く
」
と

覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。　

　

半
年
間
、
週
に
一
回
の
体
験
農

業
を
経
験
し
て
み
ま
し
た
が
、
自

分
で
育
て
て
い
る
と
い
う
実
感
が

わ
か
ず
、
一
年
半
で
会
社
を
退
職

し
て
本
格
的
に
宮
崎
の
農
業
法
人

で
研
修
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
有
機
無
農
薬
の
少
量
多

品
目
栽
培
を
学
び
、
一
年
後
帰
郷

し
、
今
の
畑
を
借
り
て
、
一
人
で

野
菜
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
手
探
り
状
態
で
、
て
ん

て
こ
舞
い
し
な
が
ら
、
一
年
目
は

自
分
の
畑
で
、
研
修
の
つ
も
り
で

利
益
度
外
視
で

一
〇
〇
種
類
以

上
を
栽
培
し
て

み
ま
し
た
。
今

は
、
夫
の
協
力

も
得
な
が
ら
、

そ
の
中
で
厳
選

し
た
野
菜
を
選
び
、
個
人
宅
へ
の

旬
の
７
〜
８
種
類
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
野
菜
の
宅
配
セ
ッ
ト
や
、
マ
ル

シ
ェ
で
販
売
を
続
け
て
い
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
も
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野

菜
作
り
、
宅
配
や
マ
ル
シ
ェ
で
の

販
売
を
続
け
な
が
ら
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
や
人
と
の
交
流
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

（
記
事
・
写
真　

岩
立　

友
紀
子
さ
ん
・

　
　
　
　
　
　
　
　

お
い
こ
フ
ァ
ー
ム
）

  ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

　

有
機
無
農
薬
栽
培
で
の
野
菜
作

り
や
、
畑
の
管
理
な
ど
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
宅
配
や
マ
ル
シ
ェ

で
、
め
ず
ら
し
い
野
菜
な
ど
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い

る
の
で
、
長
く
続
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。　
　

（
編
集
委
員
長　

谷
田
貝　

和
代
）

　

平
成
28
年
度
産
の
た
け
の
こ
の
出
荷

及
び
販
売
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
様

に
市
が
交
付
す
る｢

証
明
書｣

が
必
要
に

な
り
ま
す
。

証
明
書
の
交
付
の
条
件
等
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　

①
今
春
に
県
が
柏
市
内
で
実
施
す
る

出
荷
前
検
査
（
無
作
為
に
３
箇
所
）
の

結
果
が
基
準
値
（
100 

Bq
／
kg
）
以
下
で

あ
る
こ
と
。

　

②
平
成
27
年
度
に
県
ま
た
は
市
の
検

査
を
受
け
て
い
る
竹
林
で
、
過
去
の
検

査
に
お
い
て
も
50 

Bq
／
kg
以
下
で
あ
っ

た
竹
林
に
関
し
て
は
、
①
の
検
査
終
了

後
に
市
か
ら
証
明
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

③
過
去
の
検
査
に
お
い
て
50 

Bq
／
kg

を
超
え
た
こ
と
の
あ
る
竹
林
及
び
未
検

査
の
竹
林
に
つ
い
て
は
、
県
ま
た
は
市

の
検
査
を
受
け
、
出
荷
可
能
な
た
け
の

こ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
後
、
市

か
ら
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
県
や
市
の
検
査
を
受
け
る
た

め
に
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

検
査
へ
の
申
し
込
み
方
法
や
た
け
の

こ
の
販
売
等
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
、

詳
し
く
は
、
農
政
課
ま
で
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
の
収
集
を
目
的
と
し

て
、
市
か
ら
個
別
に
検
査
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
政
課

　
　

℡
０
４―

７
１
６
７―
１
１
４
３

女
性
コ
ー
ナ
ー

女
性
コ
ー
ナ
ー

女
性
コ
ー
ナ
ー

マルシェ (有機野菜市：市川市南行徳で）

平
成
28
年
度
産
の

　
　

た
け
の
こ
の
販
売
等
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
産
の

　
　

た
け
の
こ
の
販
売
等
に
つ
い
て

　

農
薬
は
、
農
作
物
を
安
定
的
に
生
産

し
、
品
質
や
商
品
価
値
を
維
持
す
る
上

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、

使
用
方
法
を
誤
る
と
、
健
康
へ
の
被
害

や
、
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
薬
の
不
適
切
な
使
用
に
よ

り
、
残
留
基
準
値
を
超
え
た
場
合
に
は
、

そ
の
農
産
物
の
出
荷
が
停
止
さ
れ
る
と

と
も
に
、
産
地
の
信
頼
に
も
大
き
く
影

響
し
ま
す
の
で
、
使
い
慣
れ
た
農
薬
で

も
、
必
ず
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
、
記
載
事

項
を
守
っ
て
、
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
農
地
が
、
学
校
や
住
宅
等
と

隣
接
し
て
い
る
場
合
は
、
特
段
の
配
慮

が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
農
薬
の
使
用
を
最
小
限
に

す
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
観
察
・
見
回

り
を
行
い
、
病
害
虫
・
雑
草
の
早
期
発

見
に
努
め
、
害
虫
の
捕
殺
や
、
被
害
部

分
の
除
去
な
ど
、
物
理
的
防
除
を
優
先

し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
農

薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、
散
布
前
に
周

囲
の
方
へ
目
的
や
日
時
、
農
薬
の
種
類

な
ど
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

散
布
は
、
最
小
限
の
部
位
・
区
域
に

と
ど
め
る
と
と
も
に
、
無
風
・
弱
風
時

に
行
う
な
ど
、
天
候
や
時
間
帯
を
選
び
、

風
向
き
、
ノ
ズ
ル
の
向
き
に
も
注
意
し

て
、
飛
散
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

　

農
政
課

　
　

℡
０
４―

７
１
６
７―

１
１
４
３

　

東
葛
飾
農
業
事
務
所

　
　

℡
０
４―

７
１
６
２―

６
１
５
１

農
薬
は
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

農
薬
は
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

〜
周
囲
へ
の
配
慮
も
忘
れ
ず
に
〜

〜
周
囲
へ
の
配
慮
も
忘
れ
ず
に
〜

岩
立
友
紀
子
さ
ん



農
業
委
員
会
総
会
等
日
程
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※

赤
字
が
面
接
日
。

※

申
請
の
締
切
は
毎
月
10
日

（
10
日
が
土
・
日
・
休
日
等
の
場

合
は
そ
の
前
日
）
。
市
街
化
区
域

の
転
用
届
出
は
随
時
受
付

編
集
委
員
会
委
員
長

編
集
委
員
会
副
委
員
長

編

集

委

員

谷
田
貝　

和　

代

程　

田　
　
　

平

秋　

谷　

昌　

治

秋　

谷　

幸　

男

岡　

田　

英　

夫

成　

嶋　

君　

美

農
業
委
員
会
総
会
等
日
程

   3月17・18日(木･金)

   4月14・15日(木･金)

   5月16・17日(月･火)

　6月16・17日(木･金)

7月14・15日(木･金)

8月18・19日(木･金)

9月15・16日(木･金)

  3月25日(金)

  4月22日(金)

  5月23日(月)

  6月24日(金)

  7月22日(金)

  8月25日(木)

  9月23日(金)

調査会日程 総会日程　

訃　

報

　

勝
矢
一
久
委
員
が
、
平
成
27

年
10
月
26
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　

勝
矢
委
員
は
、
平
成
24
年
７

月
か
ら
農
業
委
員
に
就
任
さ
れ
、

農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
あ
げ
ま

す
と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
毎
年
遊
休
農
地
に

つ
い
て
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

遊
休
農
地
を
確
認
後
、
所
有
者
に
意

向
調
査
を
行
い
、
今
後
の
利
用
意
向

や
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
付
希

望
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
農
地
の

所
有
者
は
適
正
に
管
理
す
る
責
務
が

あ
り
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

賃
借
料
情
報
の
提
供

賃
借
料
情
報
の
提
供

遊
休
農
地
の
調
査
結
果

遊
休
農
地
の
調
査
結
果

平成２７年１月から１２月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10a当たり）は、

以下のとおりとなっております。

２　【畑（普通畑）の部】

１　【田（水稲）の部】

＊１　データ数は、集計に用いた筆数である。

＊２　賃貸料を物納支給（水稲）としている場合は、60㎏当たり12,000円に換算している。

＊３　金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。

＊４　「（参考）柏市平均」の平均額は、各区分の平均値をデータ数により加重平均した値である。

＊５　必要データ数を５件以上としているため、数値が出ていない地域がある。

＊６　基盤整備地域とは、田園地帯などの区画や圃場が整備された農地である。

締結（公告）された地域名 平均額

17,500円

16,200円

16,600円

−

18,400円

−

22,500円

−

24,000円

−

12,000円

−

10,000円

−

57

0

33

3

93

9,600円

18,200円

　−     

18,700円

20,000円

26,100円

　−     

20,000円

5,000円

10,000円

　−     

13,500円

8

20

3

11

45

最高額 最低額 データ数

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

（参考）柏市平均

旧柏市地域
基盤整備地域

基盤整備地域外

基盤整備地域

基盤整備地域外

基盤整備地域

基盤整備地域外

基盤整備地域

基盤整備地域外

旧沼南地域

旧柏市地域

旧沼南地域

（参考）柏市平均

地区
田

筆数 面積

畑

筆数 面積

計

筆数 面積

柏

田中

土

富勢

風早

手賀

計

181 (    18)

17 (      0)

5 (      2)

18 (      7)

88 (    48)

298 (  136)

607 (  211)

710 (  133)

166 (      0)

42 (    23)

200 (    99)

720 (  408)

1,905 (1,095)

3,743 (1,758)

28 (      0)

31 (      4)

11 (      0)

29 (    24)

30 (      3)

207 (      3)

336 (    34)

82 (      0)

254 (    68)

119 (      0)

536 (  491)

325 (    31)

1,198 (    30)

2,514 (  620)

209 (    18)

48 (      4)

16 (      2)

47 (    31)

118 (    51)

505 (  139)

943 (  245)

792 (  133)

420 (    68)

161 (    23)

736 (  590)

1,045 (  439)

3,103 (1,125)

6,257 (2,378)

表：平成27年度柏市荒廃農地調査結果(面積単位：アール)　表内(　)は農用地区域内面積


